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どうなる？鉄道。

どうする！私たち。
　群馬県民の鉄道利用は非常に少なく、このまま

利用が増えない場合、将来的に鉄道の運行が維持

できなくなる恐れがあります。

　鉄道利用について、一緒に考えていきましょう。

問い合わせ＝広域連携推進室（☎内線 386）

39％減少12,892人

7,842人

2015 年 2035 年

JR 両毛線の通学利用者数推計（人／日）

鉄道を利用しなかった

約 60％

鉄道を利用した

約 40％

ここ１年での外出時における鉄道利用

出典：平成 27・28 年度パーソントリップ調査（群馬県）

　鉄道利用者が非常に少ないことがわかります。

　今後、鉄道利用者はますます減少する見込みです。

ＪＲ両毛線だけでなく、東武線や上毛線、わたらせ

渓谷鐵道でも同様の減少が見込まれています。

　桐生市を通る鉄道の沿線に住む人の半数以上は、

１年間に１回も鉄道を利用していません。

東毛地域の主な交通手段構成比

鉄道 2.3％
バス 0.2％

自動車 78.6％

バイク 0.7％

自転車
8.2％

徒歩
10.0％ 鉄道で通学…約60％

鉄道で通勤…約10％
　桐生市を通る鉄道の沿線に住み、鉄道を利用しや

すい場所に会社がある人のうち、鉄道で通勤してい

る人はわずかしかいません。

　通学で利用している人も、社会人になると鉄道を

使わなくなってしまうことがわかっています。

鉄道利用者の利用目的と割合
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運転免許証を

自主返納したら

困る

こんにちは
市長です

もしも鉄道がなくなってしまったら？

行きたい学校や

会社に通えない

運転せずに

都内や観光地に

行けない

観光客や居住者

減少で

地域の魅力低下

　鉄道がなくなると、通学・通勤や運転しない人の

移動手段がなくなり、地域全体に影響が出ます。鉄

道の存続には、日常生活の中で、一人ひとりが運行

を支えていくことが必要です。週１回、月１回から

でも鉄道を使う、意識と行動（アクション）が求め

られています。

【利用促進アクションプログラム】

　群馬県では、県内 14 の鉄道路線別に順次「利用

促進アクションプログラム」を公表しています。

　各路線の詳しいアクションプログラムは、県ホー

ムページ（http://www.pref.gunma.jp/04/h21g_00

063.html）をご覧ください。
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鉄道利用者メッセージ

往復２時間、大学への通学で利用しています。車での通学も考えたけ
れど、友達と話したり、休憩したり、ゆっくりした時間がとれるのは
電車だからこそ。平日の昼間はあまり人が乗っていないので、30分
に１本運行があれば、もっと多くの人が乗るのかなって思います。

白木麻由さん

電車の良さは、ゆっくりした時間がとれるところ。

電車内では勉強したり本を読んだりしています。桐生駅は売店がなく
なってしまって寂しいので、またできると嬉しいです。（佐々木さん）
僕の最寄り駅には階段しかなく、お年寄りの人が重そうな荷物を持っ
て上り下りしています。桐生駅のようにエレベーターができると嬉し
いです。（川島さん）

同じ通学時間でも、電車なら勉強や読書ができる。

佐々木香月さん 川島颯大さん

3 桐生市役所　　☎0277‐ 46‐ 1111


